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卒業＝失業？
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■ 中国では、若年失業率の高止まりが大きな社会問題となっている

 大学新卒者の就職難 「空前の就職氷河期」 「卒業即失業」

 「慢就業」（slow employment）が社会現象として定着しつつある
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出所：中国国家統計局公表データにより作成。
2



本報告の内容

目的

① 若者の労働観を明らかにしたうえで、

➁ 若者への支援政策について考察を行う

Ⅰ

「慢就業」とは

Ⅱ

若者の労働観

Ⅲ

若者の支援政策
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Ⅰ．「慢就業」の定義

 2015年頃： 国家統計局による上海調査で明らかになった メディアによる報道

4

慢就業

卒業後、すぐ就職しない
「卒業＝就職」の意識転換

①公務員や国家資格の受験
②起業の準備

③遊学
④家事手伝い、両親の世話

①家族による経済的支援

②アルバイト

③貯金

積極的

消極的



Ⅰ．大学新卒者の進路① 

出所：智聯招聘『大学生就業力報告』各年版より作成。 5
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Ⅰ．大学新卒者の進路 ②

出所：李（2023）より。 6
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中国社会科学院「中国大学生パネル調査」 卒業半年後 2018～2021年卒大学生の卒業後の進路（2021年11月時点）

就職：57.8%

進学：21.6%

未就職：12.5%

起業・フリーランス：8.1%

卒業年就職：47.3%

卒業1年後就職：7.1%

卒業2年後就職：2.7%

卒業3年後就職：0.7%



Ⅱ．新卒者の急増と求人倍率の低下

出所：「高校毕業生就業報告：三季度景気指数回昇 新一线都市吸引力提高」、「2022年第四季
度中国就業季度分析会成功挙弁」より作成。

0

0.5

1

1.5

2

2.5

%

大卒者 全体

95

1047

0

200

400

600

800

1000

1200

万人

出所：中国国家統計局（2024）『中国統計年鑑2024』より作成。

新卒者数（短大・専門を含む）の推移 求人倍率の推移

2002年 大衆化（進学率15%）
2019年 ユニバーサル化（進学率50%）
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Ⅱ．労働観とは
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①「労働の本質・意義」に対する理解
→働くこと

②「労働倫理」観
→社会のモラルと仕事の関係、家庭
と仕事の関係など

③「労働の環境」に対する見方
→職場や労働条件など

清川・山根（2004）

a.仕事中心性

b.就業コミットメント：金銭的・手段的志向

c.組織コミットメント：努力、定着志向

米田（2021）



Ⅱ．中国大卒者の労働観
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コロナ後、安定志向 「物質主義から脱物質主義」と逆の動き
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出所：智聯招聘『大学生就業力報告』各年版より作成。
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Ⅲ．政府の対策
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2022年 改正職業教育法

→職業教育機関への進学誘導
大学レベルの職業技術学院

政府機関や国有企業の大卒者
の採用増

雇用拡大の観点から、中小企業
向けの支援強化

インターンシップや社会保険料の
一部補助

大卒者増加の抑制 企業の採用促進

民間人材会社と提携するなど、
就職支援サービスの充実化

起業に対する政策支援の強化

農村や地方都市での就職奨励

大卒者の就職促進

2024年出願者
1,342万人

過去最多を更新

2025年採用
国家公務員試験
平均倍率65倍

Z世代には
魅力が･･･



Ⅲ．労働観の「貧困化」

 「慢就業」：若者の青年期から成人期への移行の長期化（ライフコース論)

 2000年『労働白書』 フリーターについて言及 議論の活発化

 「夢追求型」「モラトリアム型」など 学歴が低いほど失業しやすい

 社会構造的問題
→ ポスト工業化（構造的な低成長、サービス部門の発展、労働市場の柔軟性など）による新しい社会リスク

→  労働市場に統合されなくなってしまうリスク 若年層に重くのしかかる

 個人の意識変化：将来への不安から 物質主義への逆流 労働観の「貧困化」
→  就労支援のみならず、教育・訓練や就労環境、社会保障などを含むトータルな生活支援
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ご清聴ありがとうございました！
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